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ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
三
回
質
問

３
：
９

で
は
、
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
も
ギ
リ

シ
ア
人
も
、
す
べ
て
の
人
が
罪
の
下
に
あ
る
か
ら
で
す
。

３
：

次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
で
す
。「
義
人
は
い
な
い
。
一
人
も
い
な
い
。

10

３
：

悟
る
者
は
い
な
い
。
神
を
求
め
る
者
は
い
な
い
。

11

３
：

す
べ
て
の
者
が
離
れ
て
行
き
、
だ
れ
も
か
れ
も
無
用
の
者
と
な
っ
た
。
善
を
行
う
者

12
は
い
な
い
。
だ
れ
一
人
い
な
い
。」

３
：

「
彼
ら
の
喉
は
開
い
た
墓
。
彼
ら
は
そ
の
舌
で
欺
く
。
」
「
彼
ら
の
唇
の
下
に
は
ま
む

13
し
の
毒
が
あ
る
。」

３
：

「
彼
ら
の
口
は
、
呪
い
と
苦
み
に
満
ち
て
い
る
。」

14

３
：

「
彼
ら
の
足
は
血
を
流
す
の
に
速
く
、

15

３
：

彼
ら
の
道
に
は
破
壊
と
悲
惨
が
あ
る
。

16

３
：

彼
ら
は
平
和
の
道
を
知
ら
な
い
。」

17

３
：

「
彼
ら
の
目
の
前
に
は
、
神
に
対
す
る
恐
れ
が
な
い
。」

18

３
：

私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
律
法
が
言
う
こ
と
は
み
な
、
律
法
の
下
に
あ
る
者
た
ち

19
に
対
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
口
が
ふ
さ
が
れ
て
、
全
世
界

が
神
の
さ
ば
き
に
服
す
る
た
め
で
す
。

３
：

な
ぜ
な
ら
、
人
は
だ
れ
も
、
律
法
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
神
の
前
に
義
と
認
め
ら

20
れ
な
い
か
ら
で
す
。
律
法
を
通
し
て
生
じ
る
の
は
罪
の
意
識
で
す
。

（
ロ
マ
三
章
九
ー
二
〇
節
／
新
改
訳
２
０
１
７
）

（
１
）
パ
ウ
ロ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
含
む
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
責
め
て
い
ま

す
か
。

（
２
）
自
分
が
指
摘
し
た
こ
と
を
、
パ
ウ
ロ
は
ど
の
よ
う
に
実
証
し
て
い
ま
す
か
。

〔
注
〕

-

節
は
旧
約
聖
書
か
ら
の
引
用
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
は
詩
篇
か
ら
の
も
の
で
、

10

18

律
法
に
照
ら
さ
れ
た
人
の
現
実
の
姿
、
特
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

（
３
）

、

節
は
人
間
の
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
か
。

11

18

章

節
と
比
べ
ま
し
ょ
う
。

1

28
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罪
の
も
と
に
あ
る
人
間

（
ロ
マ
三
章
九
ー
二
〇
節
）
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尾
山
令
仁
・
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
手
紙
（
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
マ
書
講
解
要
約
）
よ
り
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面

Rom 3:9

Ti, ou=n* proeco,meqa* ouv pa,ntwj¥ proh|tiasa,meqa ga.r

VIoudai,ouj te kai. {Ellhnaj pa,ntaj uf̀V àmarti,an ei=nai(
<文法解析ノート> Rom 3:9

@1# ti,j Ti, aptan-s 形）疑対中単 誰､何､どんな､なぜ､どちら

@2# ou=n ou=n* ch 接）完等 それで

@3# proe,cw proeco,meqa* vipe--1p 動）直現両1複 まさる

@4# ouv ouv qn 不変）否定 ～ない

@5# pa,ntwj pa,ntwj¥ ab 副） きっと

@6# proaitia,omai proh|tiasa,meqa viad--1p 動）直アオ能欠1複 責める

@7# ga,r ga.r cs 接）従 なぜなら､というのは､すなわち､だから

@8# VIoudai/oj VIoudai,ouj ap-am-p 形）対男複 ユダヤ人の

@9# te, te cc+ 接）等位 でも～でも､それで､同様に

@10# kai, kai. cc 接）等 そして､～さえ､しかし､しかも､それでは､そうすれば

@11# {Ellhn {Ellhnaj n-am-p 名）対男複 ギリシヤ人

@12# pa/j pa,ntaj
a--am-p 形）対 全部で､すべての､どんな～でも､あらゆる､あらんかぎりの､1つも欠けが無い

@13# up̀o, ùfV pa 前）対 下に､によって

@14# am̀arti,a am̀arti,an（ハマルティア） n-af-s 名）対女単 罪、的外れ

@15# eivmi, ei=nai( vnpa 不定）現能 ある､～である､～です

J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
Rom 3:9

<聖書翻訳比較ノート>
【新改訳2017】では、どうなのでしょう。私たちにすぐれているところはあるのでしょうか。
全くありません。私たちがすでに指摘したように、ユダヤ人もギリシア人も、すべての
人が罪の下にあるからです。

【新改訳改訂３】 では、どうなのでしょう。私たちは他の者にまさっているのでしょうか。
決してそうではありません。私たちは前に、ユダヤ人もギリシヤ人も、すべての人が罪
の下にあると責めたのです。

【口語訳】 すると、どうなるのか。わたしたちには何かまさったところがあるのか。絶対に
ない。ユダヤ人もギリシヤ人も、ことごとく罪の下にあることを、わたしたちはすでに指
摘した。

【新共同訳】 では、どうなのか。わたしたちには優れた点があるのでしょうか。全くあり
ません。既に指摘したように、ユダヤ人もギリシア人も皆、罪の下にあるのです。

【LIB改訂】 それでは、私たちユダヤ人は、ほかの人々よりすぐれているのでしょうか。
決してそんなことはありません。すでに指摘したように、ユダヤ人であろうと外国人で
あろうと、みな同様に罪人です。

【NKJV】 What then? Are we better than they? Not at all. For we have
previously charged both Jews and Greeks that they are all under sin.

【TEV】 Well then, are we Jews in any better condition than the
Gentiles? Not at all! I have already shown that Jews and Gentiles alike
are all under the power of sin.

【KJV】 What then? are we better than they? No, in no wise: for we
have before proved both Jews and Gentiles, that they are all under
sin;

【NIV】 What shall we conclude then? Are we any better {[9] Or
<worse>}? Not at all! We have already made the charge that Jews and
Gentiles alike are all under sin.


